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1703年元禄地震に伴う地盤変動：東京湾沿岸域の隆起・沈降
Crustal movement associated with the 1703 Genroku earthquake
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元禄地震（元禄 16年 11月 23日；1703年 12月 31日）による東京湾沿岸での地盤変動を推定することを目的として，
当時開発された新田及び塩田に関する史料の調査を行った．神奈川県，千葉県については関連史料を得ることができた
が，東京都については発見していない．

神奈川県に関しては，東京湾入口から東京湾西岸に開発された４新田又は塩田史料が得られた．史料の概要を南から
北に向けて，以下に示す．

○内川新田（1660年完成）（横須賀市）．元禄地震から９年後に書かれた．
「乍恐以返答書申上候事」（正徳二年六月）（1712年）（横須賀市蔵）の記述を示す．
（前略）然所拾ヶ年以前未ノ年大地震より以来右之場所干かたニ罷成候（後略）．
この地域（浦賀水道西岸）が隆起したことを示している．

○泥亀新田（1668年完成）（横浜市）．元禄地震の１年後に書かれた．
「可納申御年貢割付」（宝永元年十月）（1704年）（神奈川県立金沢文庫所蔵・永島家文書）の記述を示す．
（前略）去未地震潮入取米なし（後略）．
この後に書かれた史料によると，この状態は長期間続いた．

○吉田新田（1667年完成）（横浜市）．元禄地震から８年後に書かれた．
「乍恐書付を以御訴訟申上候」（宝永七年二月）（1710年）（吉田家文書）の記述を示す．
（前略）八年以前未之年地震津浪二吉田新田潮留堤震崩
（中略）地震以来亡所同前二罷成り候間（後略）

○大師河原新田・塩田（1695年完成）（川崎市）．地震後５０年経って書かれた．
「一札之事」（宝暦四年二月）（1754年）（川崎市立中原図書館蔵・池上家文書）の記述を示す．
（前略）先年地震変地仕御運上御免之場所二御座候所（後略）．

千葉県に関しては，東京湾最奥に位置する行徳塩田に関する史料を示す．中世から続く歴史のある塩田であり，江戸
幕府に引き継がれた．

○行徳塩田（？ ～1624年）（市川市）．
書かれた年月は不詳である．記載中の年号に寛延三年があり，元禄地震後約５０年後に書かれたものと推定される．
「行徳領塩浜由来書」（国文学研究資料館蔵）の記述を示す．
（前略）元禄十六年未年十一月廿三日夜大地震平岡三郎右衛門様御支配之節二而
地形ゆり下ケ塩浜海面塩除堤保チ不申荒浜致出来候（後略）．
地面が下がり，塩浜が海になったと書かれている．

東京都，特に江東区には，元禄地震前に多くの新田が開発されたが，地震に関連する史料はまだ見つかっていない．ま
た行徳塩田以東の新田・塩田についても調査を続けて行く必要がある．
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